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Ⅰ　緒 言

第1編 において雄性成犬を試獣 として使用

し人の前立腺浸 出液 連 続 注 射 に おい て,正

常前立腺使用例では腎機能は勿論,血 液成分

(Rest-N, Cl, Urお よびUr), 尿所見,さ

らに全身所見に おいて も何等 重大な永続的変

化を認めないにか ゝわ らず肥大前立 腺使用例

では個々の前立腺の組織像に応 じて犬に与え

る変化に明 らか な相違のあ る ことを述べ,ま

た水試験において腎の濃縮能障碍 とこれに伴

う血中成分,尿 所見お よび全身所見を呈する

ことを報告 したが 本編においては犬に犬の前

立腺浸出液を 投 与 した 場合 の影響 を検討 し

た.

既 に第1編 で も触れ た ご と く1937年 に

Mussgnugに よつて犬の前立腺浸出液に よる

水試験, Rest-N,尿 所見 と全 身所見に関す る

報告があ る.と ころが既述の ごとく人の前立

腺使用例では一般的に云つてほ とん どこれを

裏書す る結果を得ている.わ た くしの実験で

は犬の前立腺の場合で も個 々の使用前立腺の

組織所見を精査 して,そ れに応 じて惹起 され

る変化を 追究す ると共に,血 液Urお よびUr

を も測定 した.

なお予め附記 してお きたいことは,犬 にお

いて も人間 と同様に老化 現象 として前立腺の

肥大が見 られ ることで,老 犬では殆んどすべ

ての例に肥大が組織学的に証明 され るばか り

で な く触診的(経 直腸)に も外観的に も肥大

を示す ことは成 書44)にも明 らかであつて この

状態は少 し熟 練す る と直腸内触診で容易に触

知 出来 るようになる.わ た くしの経験か らす

れば犬で前立腺肥大を触知出来 るのは早 くて

7年 位か ら以後であつて,大 体10年 に達す

るとはつ き りした肥大が証明出来 るよ うであ

る.と ころでわが国において終戦直後は軍用

と特殊登録犬の外は全 く絶滅 していて実験に

供 する老犬の 入手な ど連 も思い及ばない有様

で あつた.実 験に供 し又は使用する 犬は全部

年 令がはつ き りしていなければな らないので

試獣 としての成 犬さえ も非常な困難の もとに

やつ と揃 えたほどであつたが このためには恩

師根岸教授に も絶大な御尽 力を頂 いた.

ようや くに して試獣 と正常前立腺を有す る

犬 と軽度の肥大前立腺を有す る犬(7年)と,

明 らかな肥大前立腺を有 す る 犬(11年)と

を得たので以下の実験を行つた.

Ⅱ　実験材料および実験方法

第1編 におけ ると全 く同 じように行つたの
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であ るが試獣は勿論雄性成犬(大 体3～4年

を標準 とした)で あ り,正 常前立腺は4年 の

犬2匹 より得た(犬 の正常前立腺1個 では16

～14週 間の注射に足 りる量の浸出 液 が 得 ら

れない).肥 大前立腺剔出用 として は前記7

年 と11年 の 犬 を用いた.浸 出液の製法,保

存 および投与方法等は総 て第1編 と同様であ

る.実 験方法 も同 じく第1編 と同一条件で行

つた.す なわちそれぞれの例について注射前

の全身状態(外 観,挙 動,口 喝,食 慾お よび

体重).血 中Rest-N, Cl, Urお よびUrの

測定.水 試験お よび尿所見を検査 した後,注

射を開始(始 め1週 間は5cc宛,以 後は2cc

宛を毎 日皮下注射)し てか らは2週 間 目ご と

に上記各項の変動を検査 した.

Ⅲ　実 験 成 績

1)　 犬の正常前立腺浸出液注射例:

正 常 前 立 腺2個 使 用 の 内, 1個 は 体 重

10.5kgの 犬で使用前立腺重量は6.6g,他 の

1個 は体重10.6kgの 犬で前立腺 重量は6.8g

であつた,年 令は2匹 とも4才 であ る,剔出前

立腺はいずれ も両葉の発育均等で良好,外 観

お よび触知上変化は認め られない.こ れ等2

個の正常前立腺浸出液は混合 して例用 したの

であ る.こ の前立腺の組織所見は第1図 に示

すが重複を避け て前者の ものだけを掲げた.

組織写真の個所 選定が良 くなかつたが,顕 微

鏡的には間質の筋繊維 と腺管部 とは正常の割

合 を占め,結 締織繊維は割に少 い.腺 組織は

分岐胞状胞であつて腺管の状態は整然として

いる,上 皮細胞は単層 または所々重層をな し,

主 として円柱状上皮 よ りなる.ま た部分的に

は上皮細胞が増殖 し多層に重畳 し時に乳嘴状

となつているところ もあ るが,写 真に見 られ

る上皮剥離は標本作製の不手際があ るので こ

れは全般的の所見ではないが,と もか く上記

所見は写真上で も観察出来 る.(第1図)

試獣は体重10.8kgの ものを用いた.

a)　 全身状態:口 喝 が まず現われ るが大体

4週 頃か らはつ き りして来 る,そ して同じ頃

か ら犬は稍落着きをな くして米た ようであ る

が,あ ま りはつき りした ものではな く,そ の

他は注射開始前 と比べて特に挙げ るような変

化を示 さなかつた.体 重 も増減が あつて最 も

減少 した時(2週, 8週)で も0.88kgの 減

少 に過ぎず4週 のごときは 逆に0.05kg増 加

が見 られ る(第1表).す なわ ち全身状態 とし

ては殆 ど認むべ き変化はない と云つて良い.

第1表

(第16表 参 照)

b)　 血 中成 分の 測定:

i)　 血 中Rest-N: (Folin-Wu)注 射 開 始前

値 は20.14mg%に 対 して 最 高は20.86mg%

 (14週)と 増加 し,最 低 は19.54mg% (2

週)で あ り一定 の変動 を 見 な いばか りで な く,

全 期 間を 通 じて正 常 値 の 範 囲 で あ る(第2

表).

第2表

ii)　血 中Cl. (Rusznyak)注 射 前は439 .57

mg/dlに 比 して注 射後 の値 は 一様 に 少 し く増

加 して い る が 最 高 値 は2週 の450.01mg/dl

で あ り,最 低 値 は16週 の440.12mg/d1で あ

つ て,そ の差 は10.44～0 .55mg/dlで あ るか

ら殆 ん ど本法 の実 験 誤 差 の範 囲(2%以 内)

と云 うこ とが 出来 る(第3表) .
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第3表

iii)　血 中Ur..(van Slyke-Cullen)こ の

検査はUrと と もに,都 合 で14週 ま で の経

過 しか 追究 出 来 なか つ た が いず れ も変 動 の

判定に 支障 は な い もの と考 え る.注 射 前 の

11.98mg/dlに 対 してClと 反対 に一 様 に 僅か

な減少を示 して い るが そ の最 も甚 だ しい もの

で も2週 の11.06mg/dlで あつ て,有 意 の も

の とは云 えな い(第4表).

第4表

iv)　 血 中Ur: (Folin-Denis-Wu)第5表

に示 す ご と く注 射 前 値 は0.245mg/dlで あ

る が 最 高0.249mg/dl(6週),最 低0.225

mg/dl(2週)で い ず れ も正 常 域 で あ る.

第5表

以上を一括す る と第6表 に示す通 りであつ

てそれぞれ注射前値を1と して増減を比率曲

線で示す と第7表 の ご と く1を 中心 と して

0.9～1.05以 内に固 定 してい る.要 す るに重

大 な 永続性 変 化 は全 く見 当 らない し,全 数 値

は 正常 域 を示 してい る.

第6表

第7表

e)　 水 試 験:

注射 前 の水 試験 成 績 は第8表 の 如 く飲水 前

比 重1.015, 8時 に 微 温 湯300ccを 飲 ま せ

100%排 泄時 間 は2.5時 間,こ の 間1.5時 間

目に最低 比 重 を示 し1.002で あつ た.稀 釈 お

よび水分 排 泄試 験 を 終つ た と ころで 味 パ ン2

個 を 与 え(以 下 同 じ)引 続 き濃縮 試 験 に入 り

6.5時 間で 最 高比 重1.022に 達 し て固定 す る,
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従 つ て 比 重 差 は20で あ

る.こ れ は完全 に 正常 の

腎 機能 を 示 す.以 下 注射

後2週 は第9表 の 如 く飲

永 前 比 重1.017,最 高

比 重1.025,最 低 比 重

1.002,比 重差23 .4週 は

飲 水 前比 重1.016,最 高

比 重1.028,最 低 比 重

1.002,比 重 差26(第

10表). 6週 は 飲 水前 比

重1.016,最 高比 重1.025,

最低 比 重1.002,比 重 差

23(第11表) . 8週 は 飲

水 前比 重1.017,最 高比

1.026,最 低 比 重1.002,

比 重 差24(第12表). 12

週 も飲 水 前 比 重,最 高

お よ び 最 低 比 重,比 重

差 は8週 と全 然 同 じ成 績

で あ る(第13表). 14週

は飲 水 前 比 重1.016,最

高 比 重1.026,最 低 比 重

1.002,比 重 差 は24(第

14表). 16週 は 飲 水 前

比 重1.018,最 高 比 重

1.028,最 低比 重1.002,

比 重 差26(第15表)で

あ つ て注射 前か ら注 射全

期 間 を通 じて(第8～15

表)全 部健常な腎機能を示 している.こ れを

纏め同時に尿 所 見 と全 身所見 を 現わ した も

のが第16表 であ るが,見 られ る通 り100%

排泄時間 は2.5～4.5時 間であつ て水分排泄

能は正常.稀 釈能では全例最低比 重は1.002

を示 し,濃 縮能において最高比 重ではか えつ

て注射開始前が最 も低 く1.022で あ り最 も高

い場 合は1.028 (4週, 16週)で あ る.従

って比重差 も20(注 射前)が 最 低 であつて

注射開始後はいずれ も増加 して い る(第17

表)し,飲 水前比 重(第18表)も 略 一 定 した

状態 にあ る.す なわち犬の正常前立腺浸出液

を16週 間連続注 射 して も腎機能に何等 の障

碍を 与えない と云 うことになる.な お本例実

験中学 会出 席の ため10週 の検査が 出来なか

つた.

第8表

第9表

2)　 犬の肥 大前立腺浸出液注射例:

前立腺は7年 の 犬で 体重12.6kgよ りこれ

を殺 して直ちに出来 るだけ無菌的に前立腺を

剔出す る.使 用前立腺は重量12 .5g,外 観 上

極 く軽度の凹凸があ り全般的には弾力性で軟

いが凸部は硬度がや ゝ増 してい る.色 調その
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他に著変はない.組 織所 見

は第2図 の通 りである.す

なわち腺組織の増殖 と ゝも

に間質の増殖 も軽度に認め

られ,腺 上皮細胞は重層を

な し段子骨形 ない しは扁平

であ り,円 柱状上皮は殆 ど

ない.こ の上皮が至 る とこ

ろ増殖 して多数腺腔内に脱

落 して腺腔を充満 してい る

所 もある.ま た澱粉様小体

を有する腺腔 も所々にあ り,

これを容れた腺腔では上皮

細胞は圧迫萎縮を示 してい

る.間 質には軽度の浮腫が

認め られ るが細胞浸 潤は殆

ど見 られない.づ ま り中等

度混合性肥 大 と云 うべ き

である(第2図).こ の 程

度 の前 立 腺肥 大 を有 す る

場合,そ の犬の腎に実質的

変化がある ものか ど うかは

人体では実際問題 として検

査不可能の ことであるので

前立腺剔出 と同時に両腎 も

摘出して検索 して見 た.両

腎 ともに外観,割 面お よび

腎血管等に異常を認めず,

右 腎 は6*3.8*2.7cm,

重量36.5g,左 腎 は5.8

 4.1*3.2cm,重 量38gで あ っ た .左 腎 か ら

標本を作製 して組織像 を見 ると第3図 に示す

ごと く上皮細胞の蛋白様変性が主 として細尿

管主部に見 られ,か つ小腔泡性分離が認め ら

れ る.管 腔 中には蛋 白様物質が見 られ る等,

高度 とは云えないまで も明 らか にNephrose

の状態 を呈 していることを発見 した.こ の1

例だけで決定 する ことは危険であ るけれ ども

人体においても前立腺肥大症患者で腎機 能不

全を起 している者にあつては少 くも上記の腎

組織像に相 当す る位の変化はあ るもの と考え

るべ きであろ う.

第10表

第11表

試獣 の体 兎重は10.1kgで あつて,注 射は14

週周続けた.

本例 は第1編 に も附記 した水試験失敗例で

ある.し たがつて水試験は10週 で 打 切 つて

しまつた,し か し血液成分其他 の検査は14週

まで続行 した.犬 の肥大 前立腺が入 手困難で

あるので一 応その成績 を記載す ることに した.

a)　 全身状態 8週 より稍々落付 きをな く

してきた様で,こ れは10週 頃に 少 し く増強

した感があつたほか,同 じ頃か ら幾分瘰痩が

見 られるよ うになつた.本 例で特異な点は注

射 を続行 して も犬 は水を特別欲 しが らない こ
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とであ る.す なわち口喝は

一向に現 われて来なかつた.

体重は6週 までは増減を繰

返 したが8週 以後 は減少に

向い10週 では0.79kgの 減

少であつた(第19表).し

か し全身状態 としては未だ

決定的な変化は現われ てい

ない.(第27表 参照)

b)　血 中成分測定:第20

表に一括す る.注 射前値は

いずれ も正常であつた.

i)　 血 中Rest-N注 射

前 は25.18mg%で 正 常 で

あ るが注 射 開始後 は 規則 正

しい漸 増 を 示 し て14週 で

は29.00mg%に 達 し た.

な お10週 で は28.84mg%

を 示 し た(第21表).

ii)　 血 中Cl.注 射 前 値

は317.25mg/dlで あ る が

10週 で は458.13mg/dl, 14

週 は463.14mg/dlで あつ て,

 Clも 階 段 状 の 漸 増 を 示 す

(第22表).

iii)　血 中Ur:正 常 値

は8.50mg/dlで あ るに対 し

て矢張 り規則 正 し く漸 増 し

て14週 は11.37mg/dlに

達 す る.(第23表)

iv)　 血 中Ur:こ れ も 緩

徐 なが ら漸 増 して注 射 前値

0.212mg/dlに 対 し て14週 は0.273mg/dlに

達 す る.(第24表)

以 上 の注 射前値 を1と して増 減 率を 以 て曲

線 を取つ て見 る と第25表 の ご と くUrの2

週 を除 いた 外 はい ずれ も殆 ど均 等 な逓 増 を示

して いて最 終 の14週 値 は総 て正常 域 を 越 え

た明 らか な増 加を 呈 してい る.

第12表

第13表

c)　 水試験:先 に も述べた 様に本例は失敗

例 と云 うべ きものであ る.こ の様 な例は割に

遭遇す るもので あつて,そ れが明 らかに試獣

の個有性に よるもの と考え られ る場合 もある

が時には判然 とした解釈 の つ きか ね るこ と

も少 くない.こ の例 の 場 合,注 射 前 成 績 も

第26表 に掲げてあ るのは予め3回 施 行 して

どうにか恰好のついた と思われ る第3回 目の

成績であ る.今 に して思 えば この 犬は始めか
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ら試獣 として不適な もので

あつた.す でに予行試験の

2回 とも100%排 泄 までに

7.5時 間 と10時 間 と云 う時

間を要 してい る.し か も毎

回の採取尿量 は少量宛 であ

つて100%の 排泄量に達す

る頃には排尿量は僅 少 とな

つて比重は非常に高 くなつ

てい るのである.と ころが

第3回 目には記載の成績を

示 し.犬 も次第に検査に馴

れて来 るだろ うと考 えられ

たし,こ の犬が温順であつ

て体重その他試獣 として捨

て難い ものであつた.

第27表 に10週 まで の 要

点を示 したが,2週 以 後 は

100%の 排 泄 量 に達 す る こ

とはな く,わ ずか に4週 に

10時 間 で や つ と230ccの

排 出を見た が9時 間頃 よ り

血尿 とな り,か つ 毎時 間 の

排尿量は4～8ccと 云 つ た

有様 とな っ て300ccに は程

遠 く,比 重 も1.030を 示 し

ていた ので こ ゝで 中 止 した.

他 の週 も殆 ど同様 の経 過 で

あつ て8時 間 あ るい は9時

間 で98～155.5ccま で の

排尿 量が やつ とで あつ た.

しか も こ の 頃 に は比 重 も

1.025～1.036と 云 う高 値 を示 す の で あ る.

た ゞ6週 だけ は 飲水 後 尿比 重は漸 次 低 下 の一

途を た どつ て9時 間 の排 尿 量 は 僅か に147.6

ccで しか も9時 間 目の比 重 が1.006で 最 低で

あつ て, 2時 間 毎 の 集 尿 で10cc余 と云 う状

態 に な りなが ら も比 重 は低 下す るば か りで あ

つ た .飲 水 前 比 重 も注 射 前1.020, 2週 目

1.018で この辺 まで は正 常 に 近か つ たが, 4

週 は1.025, 6週1.031, 8週1.035, 10週

1.030と 常 時 高比 重 尿 を示 す に 至 つ た.し た

がつ て本例では注射開始後は100%排 泄に達

した ことはな く最高比重 も比重固定時間 もは

つ き りした ものは掴めず,僅 かに最低比重だ

けが稍々把握出来易い状態であつたが,こ れ

とても正確な もの とは云い得な い場合が多か

つた.

第14表

第15表

尿所見が また特異であつて,注 射前は勿論,

各週 とも飲水前尿は淡黄または琥珀黄色で清

澄 で あつ た が,性 は 弱酸性,酸 性,中 性,

両性,弱 塩基性 で一定 せず しか も常に沈渣 中
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に精子の相 当数 を認めた(第6週 のみは見当

らなかつた).　このためか蛋白 も痕 跡あ るい

は弱陽性 を示 し,赤 血球 と白血球 もまた僅少

が認め られた.

第16表

第17表

第18表

第19表

第20表

3)　犬の肥大前立腺浸出液注射例

前立腺は11年 で体重14.4kgの 犬 を 殺 し

て剔 出す る.外 観的 に は 栗実状で表面不平,

硬度は稍々弾鞏であ り,鞏 硬な扁豆大 までの

結節を多数触知す る,色 調其他に著変な く,

両葉 も均等で発育良好であ る.組 織所見は第

4図 に示すが腺組織 は異常に増殖 し,た めに
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間質 は狭少 とな り筋組織は萎縮性であ る.腺

上皮は主 として骰子形であつ て不規則に著明

増殖 し,乳嘴状を呈す る もの も多数あ り,胞体

の境界は不鮮明の ものが多 く腺腔は これ ら上

皮の脱落が無数に認め られ る.澱 粉様小体は

少 しく認め るだけであつて,間 質の円形細胞

浸 潤は極 く僅かである.す なわち高度の腺腫

様腺管性肥大像であ る.重 量 は17.5gで あ

つ た.

第21表

第22表

第23表

第24表

試獣は体重10.7kgの ものを 用 い, 16週

間注射を継続 した.

a)　 全身状態: 2週 間 目より口喝が見 られ,

次第に増強す ると共に3週 頃 より落着 きをな

くして不機 嫌 に な り10週 頃 か ら不 安 状 態

を 呈 し,い ずれ も次第に亢進 し12週 頃 よ り

不安 状態 に 加 え て無 気 力性 となつ て衰 弱 を 示

した.食 慾 は9週 頃か ら減退 して終 り頃 に は

顕 著 な食 慾不 振 を示 した.さ らに11週 の 半

ば 頃 か ら後肢 に 浮腫 が 現 われ漸 次 著明 に なつ

たが 前 肢に は 認め られ なか つ た.体 重はか な

り急 速に減 少 して16週 で は7.0kgと なつ て,

これ は注 射 前に 比 して実 に3.7kgの 減 少 で

あ る(第28表),　 (第46表 参 照).

b)　 血 中成 分測 定:

i)　血 中Rest-N注 射 前値 は16.01mg%

であつ た ものが逓 増 し て16週 は33.08mg%

となつ た(第29表).

ii)　血 中Cl注 射 前 は253.22mg/dlで

あ つ た が 急速 に 増 加 し て 最 終 値 は551.37

mg/dlに まで増 加 した(第30表).

iii)　血 中Ur:Urだ けが2週 で 少許 減

少 を 示す が直 ち に漸 増 し て注射 前8.25mg/dl

の もの が16週 に は16.62mg/dlと な つ た

(第31表).

iv)　 血 中Ur注 射 前 に0.200mg/dl

で あつ た ものが 急激 な 増 加を 伴 つ て16週 に

は実 にO.741mg/dlに 達 した(第32表).

 Rest-N, Cl. Urお よびUrの 全経過 を 実 数 で表

示 す れば第33表 の とお り で あ る.こ れ 等 の

各 注 射前値 を1と して それ ぞれ の 増減 比率 を

曲線 で示 す と第34表 の ご と く急 増 して3.7

倍 に達 す るUrの 増加 率 はめ ざ ま しい もの が
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あ る.そ の 他Rest-N,

 Cl, Urも と も に 急 激 に 増

加 して を り いず れ も注射 前

に対 して2倍 以 上 の増 加 で

あ る.

第25表

第26表

c)　 水 試 験:

型の ごと く注射前試験か

ら記 載 す る と,第35表 の

ごと く飲水前 比 重10.20,

 8時35分 水300ccを 飲 ませ

排泄能は順 調であ つ て2.5

時間で最低比重1.003に 達

し以後順次比重は上 昇 を示

す. 100%排 泄 は4.5時 間

に して303ccと な り,こ ゞ

で味 パン2個 を与え る(以

下同 じ). 7.5時 間で最 高比

重1.027に 固定する.此 重

差は従つて24で あつて 全 く

健常な腎機 能を示 した.注

射後2週 は 第36表 に 示す

ように飲水前比 重お よ び最

低比重は注射前に同 じであ

り, 100%排 泄時間は5時

間を要 したが別に有義の も

の と考え られ る点はなかつ

た.た ゞし8時 間で固定 し

た最高比重は1.022で 比重

差は19と な り既 に 低下が

見られた.と ころが4週 と

な ると飲水前比重 も1.015

を示 し最低比重は1.002で

あつたが最高 比重が1.O19,

 比重差17と 更に低下 し第

37表), 6週 で は 飲水前比

重が1.010, 最高比重で も

1.018で あつて明 らかな常

在性稀薄尿症 と濃縮能の低

下が現 われ て来た(第38

表),こ の傾向は以後益々顕

著 となつ て8週 では第39表

のように飲水前比重1,008,
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最 高比 重1.015,最 低 比 重1.003, 比重 差 は12

とな る.し か も水 分排 泄 能 と稀 釈能 に関 して

は さ した る変 化 を見 な いので あ る. 10週 は 飲

水 前比 重1.008, 最 高 比 重1.012, 比 重 差10

 (第40表)で あ る. 12週, 14週 はそ れぞ れ

第41表 と第42表 に 見 られ る よ うに 飲 水 前

比 重1.006, 最 高 比重1.010と な り,比 重 差

第27表

第28表

第29表

第30表
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は8ま で低 下 し て来 て, 16週 で は最 高 比 重

が更 に1.009に なつた(第43表).

第31表

第32表

第33表

これを要するに16週 までの経 過 の うち 著

明な変化が見 られ るが そ れは いず れ も濃縮

能 に 関す る点に限 られていることであ る.つ

ま り飲水前比重(第44表)と 最高 比 重の低

下,従 つて比重差(第45表)の 減少 と云 うこ

とであつて両表に明 らかである.本 例 の水試

験成績の要点を一括 し,それに体重,尿 所見お

よ び全 身所見を附加 した のが第46表 であ る.

第34表
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第35表

第36表

第37表

尿所見(第46表 参照)は

全部酸性で清澄,淡 黄色で

あつたが導尿の機械的原因

と思われ る赤血球,白 血球

の少数が注射開始前か ら見

られ,上 皮細胞 も少 し混じ

ていて,注 射開始前 と注射

後2週 までは蛋 白の痕跡陽

性を呈 した.カ テテ リザチ

オンに別に困難 も特殊性 も

感 じなかつたが本例は全検

査に赤血球 の僅少があ り,

白血球 も上皮細胞 もまた僅

かなが ら見 られた.尿 蛋白

は8週 に再び痕跡証明 され

たがその 後 消 失 し, 14週

では弱 陽 性 とな り16週 は

明 らかな陽性 となつた.し

か し円柱はついに発見され

なかつた.

Ⅳ　総括ならびに考按

度 々 引用 した がMus

sgnugの 業蹟は前立 腺浸 出

液の長期連続投与に よつて

惹起され る腎 とそ して肝の

組織所見に重点がおかれて

い る.し たがつて水試験に

おいて もま た血 中Rest-N,

 血圧 なども必ず しも定期的

に 追 究 して い な い.し か

しなが らその時々の検査成

績 と最後に試獣の腎お よび

肝に見 られる組織学的変化

によつてわた くしの この犬

の前立腺使用例に も大いに

役立つている.

犬の正常前立腺浸出液使

用例(第1例)は これを16

週間連続注射 して も全 身状

態にほ とんど異常 を来 さず
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第38表

第39表

第40表

血中 Rest-N, Cl, Urお よ

びUrに つ いて もまた は 水

試 験や尿所見において も何

等 認 む べ き影 響 を与えな

いに拘わ らず,中 等度混合

性 肥大前立腺浸 出液 を用い

た第2例 で は す でに血 中

Rest-N, Cl, Ur, Urに そ

れぞれ体内蓄積 を来す こと

が判つた し,第3例 の ごと

く明 らかな肥大 を示 した前

立腺浸出液を もつてすれば

血 中成分は勿論,全 身的に

も深刻な影響があ り,水 試

験において も著明な濃縮能

障碍が惹起された.第2例

の水試験は試獣選択の失敗

としか 考 え られ な いが,

 Mussgnugに も1例 これに

似通つた報告があ る.す な

わち体 重26.3kgの 犬を用

いて注射前は全 く健常 な水

試験成 績を示 した が, 5cc

宛の浸出液を毎 日皮下注射

して丁度3週 間目の検査で

尿比重が最初の1時 間か ら

1.033を 示 しこれ を最低 と

して毎時間 の比 重が1.037

までの間に固定 した ま ゝで

あつたが排泄能は3時 間で

100%に 達 しているのであ

る.こ の時期では後肢に軽

度の浮腫が あ り,血 圧 も始

め95mmHgで あ つ た もの

が145mmHgと なつ てお り

,全 身状態 もひ ど く犯 され

ていた.こ れが更 に1ケ 月

間注射が続け られた後では

1時 間排尿量の最高が10.6

ccと い う甚だ しい減尿 症

を示す と共 に最 高 比 重は
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1.011に 低 下 していた.こ の頃の犬 の全身状

態は全 く死に瀕 していて3日 後に殺 してその

腎,肝 の組織学的検査がなされている.前 立

腺浸出液注射に よつ てその経過中に この よう

な状態 を呈することがある

のは理論的には判 らない こ

とではないに しても珍 らし

い例に属す ると云つ ている

のは解釈に苦 しむ.面 白い

ことはわた くしの例 と高比

重,尿 量減少の点で一致 し

ていることで,若 しわた く

しの場 合 が 犬 の個体 性 に

原因す る もの で あ れ ば,

 Mussgnugの 実 験例 も時に

途 中で こうした経過を示す

か ど うかは犬に よると考え

られないで もない ことにな

るが同氏の解 釈でははつ き

りとした説明をつけている

ようであ る.

表41第

第42表

第43表

以上の実験の後に試獣の

腎を剔出 してフォル マ リン

固定後組織学 的に検索 して

次 の 所 見 を得 て いる.す

な わ ち 細 尿 管 上 皮の蛋 白

性溷濁,細 尿管主部上皮の

Bilirubin沈 着,乳 頭間質

の少量 の石 灰 沈着 お よび

Bowman氏 嚢 の拡 張 で

あ り,肝 に は 殆 ど見 るべ

き変化が な い と云 う こ と

であ る(Mussbnug). な お

Prostatikerの 腎 機 能 障碍

が単 なる腎 負担軽減をはか

る目的で1週 間以上にわた

る留置 カテーテルによつ て

も改善 されないものが1回

あるいは数回の輸血で非常

に良 くなることは多数 の例

で経験 され ることであるが

Prostatikerの 腎 機 能 不 全

は亢進 した 緊張性 貧血性素質 が 根 底にあつ

て,こ れに対 して 輸血 が 腎血管痙攣 に緩 和

性 に働 くためであ ると云 う.事 実犬に注射さ

れた前立腺浸出液(こ の場合犬の前立 腺)が
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腎機能不全を起す最初の侵襲点は血管である

ことも実験的に証明されていて腎血管緊張は

haemorrhagische Schockで あると云つてい

る.そ してこの腎血管の緊張は 中毒性の もの

であつてこれ こそ動物実験におけ る腎障碍の

唯一根本的原因であると云 う(Mussgnug). 

またChabanier45） は機械的原 因な しに起 る無

尿の際にその腎組織にはいつ も次の変化を認

めている. 1) 淋 巴球あ るいは多核細胞の浸

潤. 2) 上皮の溷濁腫脹(時 に変性を示す)

を伴つた細尿管障碍 および円柱形成であ り,

さらにStrauβ46)に よつて 前立腺肥大症の際

には細尿管障碍な らびに糸毬体変性が見 られ

ることが確認 されていて,こ のProstatiker

の腎 と実験使用犬の腎に見 られ る著明な細尿

管性障碍は完全に一致 し,こ の変性的 な細尿

管障碍は永続す る腎血管痙攣の結果必然的に

見 られ るものであ り,こ れ等 の 一 致 が 両者

の臨牀症状の共通 性 を現 わす ことに な る と

Mussgnugは 結 論 し,さ らに試 獣 の血圧 上

昇 もprimar vascularの 腎 障 碍 のため である

と解釈 してい る.

第44表

第45表

第46表
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第47表

第48表

実際前立腺肥大症の場合には肥大 した前立

腺に よる尿潴溜,感 染 とさらに前立腺毒素 と

が腎障碍の原 因であ り,こ れ ら3つ の原因は

相互に密接な関係があつて重篤な腎不全を呈

す るのである 殆 ど大多数では3要 素は揃つ

て認められ るが,し か し重篤な感 染がな く,

また上部尿管 および腎盂に拡張が証明出来な

いか,あ るいは僅かの拡張 しかない場合 に も

腎障碍が見 られ ることが ある,こ れは肥大前

立腺の毒素だけで も腎疾 患を起 し得 ることを

示す もので,研 究の結果は腎お よび上部尿路

に対す る中毒性障碍が腎疾患を惹起す る最 も

重要な要素であつ て,こ の下地のあるところ

へ感染 と尿潴溜が加わつ て来 ると云 う見解が

有力で ある.つ ま り毒 素 の作用に よつて腎

血管の痙攣が起 り,つ いには腎実質に及んで

腎機能の停止にまで到 るのであるが,こ の結

果尿管お よび腎盂 の壁にtoxische Hypotonie

あるいはAtonieが 起 りこれは弛緩性 拡張を

伴 うに到つて宿命の残尿が上部尿路に現われ

て来 る(Mussgnug).こ の残尿は非常 に感染

し易 くなつているので尿 の逆流を一層起 し易

くし,前 立腺毒素 もまた細菌毒素によつて強

力 となつ て来 る.か くてCircum vitiosusが

起 ると考 えられ る. Mussgnugも 概ね この様

に推察 してい る.

この解釈を以てすればわた くしの人の前立

腺(第1編)お よび犬の前立腺を使用 した本

編の実験結果は明快な解答が与え られる こと

にな るし,ま たわた くしの実験の腎組織所見

(第1編)か らしても明 らかに一致 してい るの

で ある.

こゝで第1編 と第2編 を総合的に見て,最

も顕著な影響の現われ る飲水前比重 と比重差

お よび体重について,人 と犬の前立腺浸 出液

使用例の関係を検討 して見ると,注 射前の値

をそれぞれ1と して増減率で曲線を比較 した

のであ るが体重については 第47表 の ご とく

正常前立腺使用例は一応除外 して最 も甚だ し

い減少を示すのは人の高度腺性肥大前立腺使

用例(第1編 第4例)で あ り,次 で犬の高度

腺性肥大例(第2編 第3例),人 の 混合 性肥
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大例(第1編 第3例),そ の次が表 に は 無い

が10週 値で 比 べて犬の中等度混合性肥大例

(第2編 第2例)と な るが,そ の後の変化が

調べ てないので これは確言出来ない.最 も減

少度の少いのは人の軽度腺性肥大例(第1編

第2例)で ある.し か もそれ等相互の間には

確然 とした程度の差が認められ る.

第49表

飲水 前比 重においても第48表 の ごとく体

重 とほ ゞ一致 した順位の変化を示 してい る.

比重差では16週 では 上記 と同様の結 果 で

あ るが各週の経過に前2者 とは非常 な差異が

認め られ る(第49表). (第48, 49表 に も犬

の中等度 混合性肥大前立腺使用例(第2編 第

2例)は 水試験で判然 とした成績 を得ていな

いので除外 した).

これを要するに人の前立腺で も犬の前立腺

で もその肥大の程度が試獣に与える影響を決

定す ると断言出来 る.け れ ども組織所見に よ

る肥大程度の違いは比較的の問題に属する事

柄であるか ら明確な限界はつけ られない こと

になる しか し以上のわた くしの実験か らし

いて云えば人 と犬の前立腺使用例の間にはっ

き りした影響の差異は認め られない.

この第2編 において使用 した犬 の前立腺は

総て犬 を殺 してか ら直ちに剔出 した ものであ

るか ら,前 立腺 の全組織(内 ・外腺を含 んだ

もの)を 使用 した ことにな る.し か して上記

の実験成績 より判断す ると人間の肥大前立線

が内腺だけを用 いた結果 と差異を認め得ない

と云 うことが判 り,第1編 においてた とえ全

前立腺組織を用 いて も殆 ど結果は変 らないの

ではなか ろ うか と云 うことが推測され るので

あ る

V　 結 論

1.　 犬 を試獣 としてこれに犬 の正常 前立腺,

中等度混合性肥大前立腺および高度腺性肥大

前立腺 よりそれぞれ浸出液 を 作 つ て14～16

週間毎 日連続皮下注射を続け,そ の結果を次

の項 目に従つて検討 した.

2.　 正常前立腺浸出液使用例では全身状態,

血 中Rest-N, Cl, Urお よびUrな らび に 水

試験および尿所見において重大な永続性の変

化は全然見られなかつた.

3.　中等度混合性肥大前立腺浸出液使用例

では水試験は失敗して結果が出せないがその

10週 までの経過では体重の減少(約7.8%減

が見られた.水 試験の失敗はおそ らく試獣の.

個体的な ものであ ると考 えられ,こ の犬は尿

中に殆 ど常に精子を発見した.

4.　 第2例 で14週 間注射を続け た と ころ

では血 中Rest-N, Cl, Urお よびUrは いず

れ も規則正 しい漸増が見 られ,こ れ等 の最終

値は正常域を越えた ものであつた.

5.　 高度の腺性肥大前立 腺 浸 出 液 使 用 例

(第3例)で は全 身状態では口喝が まず現わ

れて次第に増強 し落着 きを失つて くるが これ

が漸次不安 さらに無気力状態を呈 してきて,

 11週 の半ば頃か ら後肢に浮腫 が見 られ, 16週

ではます ます高度 となつで来た.

6.　 血 中Rest-N, Cl, Urお よびUrの 逓増

も著明であ り特にUrの 増加が目立つた.

7.　 水試験においても明瞭な濃縮能の障碍

が起つて来た.
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8.　 尿所見 も全身状態,水 試験に伴つた変

化が現われた.

9.　 第2例 に使用 した 中等度混合性 肥大 前

立腺の供給 犬(7才)は,そ の腎の組織学的

検査に よつて既に明 らかにNephroseを 起 し

ていることが証明出来た.

10.　 以上の実験成績か ら前立 腺 肥 大症に

惹起され る腎機能障碍は腎実質の変化 を伴つ

た ものであ り,そ の変化は肥大前立腺に起因

す る中毒性物質によると解釈す るのが最 も妥

当では な いか と考 え る.

稿 を終 るに臨み終始御懇篤な御指導 と御校閲の労

を賜わつた恩師根岸敎授ならびに前立腺入手に当り

御指導御敎示 を賜わつた田部,浜 崎両病理学敎授は

じめ両病理学敎室の方 方に深甚の謝意を表します.
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Experimental Studies on Hypertrophy of Prostate as well as

 on Kidney Function.

Ⅱ Chapter. On Kidney Function due to the Extracts of

 Dog's Prostate.

By

Shigemichi Ohto

1. After having prepared some extracts, made respectively from a dog's normal prostate,

 moderately hypertrophied prostate in mixed form, as well as from highly glandular hyper

trophied prostate, both of dog, injected them subcutaneously in a dog, in doses of 5-2cc

 per day, for about 14-16 weeks successively, and examined such as general view, changes

 occurred to Rest-N, Cl, Ur as well as Ur within blood; moreover, employing some fluid

 test, and in view to urinal symptoms, has endeavoured to find out those changes that have

 occurred in kidney functions.

2. Among the cases in which extracts out of dog's normal prostate gland were admi
nistered, no important perpetual changes could be recognized.

3. In the case where extracts from the moderate hypertrophied prostate in mixed form

 were administered, (2nd case), fluid test proved to be utter failure, submitted no results,

 but probably this may be due to some individual quality of test animals, in the urin of

 which one could always detect certain spermo. However, during ten-weeks course allotted
 to this case, loss of body weight, (about minus 7.8%), together with a regular gradual

 increase on the part of Rest-N, Cl, Ur and Ur in blood, could be detected, whose final

 values all have exceeded normal area.

4. Among cases in which highly glandular hypertrophied gland were administered,

 first such symptoms as thirst, then came loss of spirit, followed by anxiety as well as 

depression, which ended in the appearance of edems in the back limb at the middle of
,

 11th week; growing higher and higher,

5. The increase of Rest-N, Cl, Ur and Ur within blood has also been clearly seen;

 above all, the last-mentioned one showed a special increase.

6. Moreover, in fluid test, a clear obstruction of concentration ability could be seen.
7. As for urin, here also appeared changes that have accompanied to general view and

 fluid test.

8. The dog which supplied the moderately hypertrophied prostate in mixed form

 employed in 2nd case (7 years), has been verified diagnosed owing to histological search of

 its kidney, that has given rise to a distinct Nephrose.

9. From the above results obtained by experiments, it is thought most proper for us
 to consider that the kidney trouble discovered in hypertrophy of prostate is apt to be

 accompanied with certain poisonous changes of kidney parenchyma, which may be ascribed
 to the poisoned substance due to hypertrophy of prostate.
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大 藤 論 文 附 図

第1図

犬 正 常 前 立 腺

第2図

犬肥大前立腺(中 等度混合性肥大)

第3図

中等度混合性前立腺肥大を示 した犬の腎組

織像.軽 度のNephroseを 示す.

第4図

犬肥大前立腺(高 度腺腫様腺管性肥大)


